
一
．
は
じ
め
に

　

本
稿
の
課
題
は
、
中
国
華
北
農
村
に

展
開
す
る
日
系
食
品
企
業
の
企
業
直
営

農
場
の
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
を
事
例

に
、
企
業
の
中
国
に
お
け
る
持
続
可
能

な
農
業
の
確
立
に
お
け
る
役
割
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。本
稿
で
は
、

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
を
中
心
と
す
る
日
系

企
業
三
社
が
山
東
省
東
部
の
莱
陽
市
に

設
立
し
た
「
山
東
朝
日
緑
源
農
業
高
新

技
術
有
限
公
司
」
お
よ
び
「
山
東
朝
日

緑
源
乳
業
有
限
公
司
」
の
企
業
農
場
を

事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
（
以
下
、
両

社
を
総
称
し
て「
朝
日
緑
源
」と
略
す
）。

　

現
在
中
国
で
は
、
二
〇
〇
八
年
の
牛

乳
へ
の
メ
ラ
ミ
ン
混
入
問
題
等
を
契
機

と
し
て
一
般
市
民
の
食
品
安
全
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
っ
て

安
全
な
農
産
物
の
生
産
・
販
売
を
重
視

す
る
農
業
企
業
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

例
え
ば
中
国
の
食
品
認
証
制
度
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
緑
色
食
品
」
認
証
を
得
た

企
業
は
二
〇
〇
一
年
に
は
わ
ず
か
一
二

一
七
社
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
〇

七
年
に
は
五
七
四
〇
社
に
急
増
し
て
い

る
（
参
考
文
献
④
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
）。

こ
の
よ
う
な
趨
勢
の
な
か
で
、
朝
日
緑

源
は
国
内
向
け
農
産
物
を
生
産
す
る
企

業
と
し
て
食
品
の
安
全
性
を
高
め
る
と

と
も
に
、環
境
に
配
慮
し
た
独
自
の「
循

環
型
農
業
」
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
つ
つ

あ
り
、
中
国
に
お
け
る
持
続
可
能
な
農

業
の
確
立
の
た
め
に
注
目
す
べ
き
点
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

二
．�

朝
日
緑
源
が
立
地
す
る
山
東

省
農
業
の
直
面
す
る
課
題

　

朝
日
緑
源
は
山
東
省
東
部
の
莱
陽
市

沐
浴
店
鎮
に
立
地
し
て
い
る
。
山
東
省

莱
陽
市
は
華
北
平
原
の
東
端
に
位
置

し
、
古
く
か
ら
野
菜
、
果
樹
等
の
生
産

が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
同
地
域
の
「
莱
陽

梨
」
は
全
国
に
名
が
知
ら
れ
る
な
ど
、

山
東
省
の
な
か
で
も
特
に
農
業
が
盛
ん

な
地
域
で
あ
る
。
豊
富
な
農
産
物
を
利

用
し
て
生
鮮
野
菜
、
冷
凍
野
菜
、
乾
燥

野
菜
、
野
菜
加
工
品
、
果
汁
加
工
品
、

水
産
物
加
工
品
、
畜
産
加
工
品
、
調
理

済
み
食
品
等
の
各
種
食
品
を
、
日
本
を

は
じ
め
と
す
る
世
界
各
地
に
輸
出
す
る

大
型
の
食
品
企
業
（
中
国
系
、日
系
等
）

が
多
数
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
農
業
、
食
品
産

業
の
発
展
の
反
面
、
近
年
の

中
国
の
化
学
肥
料
と
農
薬
に

過
度
に
依
存
し
た
農
業
生
産

シ
ス
テ
ム
は
、
土
壌
構
造
の

劣
化
、
地
下
水
の
硝
酸
態
窒

素
に
よ
る
汚
染
、
残
留
農
薬

問
題
等
の
食
品
公
害
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
汚
染
問
題

を
も
た
ら
し
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
り
、
莱
陽
市
で
も
そ

う
し
た
問
題
が
徐
々
に
顕
在

化
し
て
い
る
。

　

参
考
文
献
③
か
ら
中
国
農

業
、
山
東
省
農
業
の
直
面
す
る
化
学
肥

料
・
農
薬
施
用
等
に
関
わ
る
問
題
が
以

下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
中
国
全
土

で
は
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま

で
に
耕
地
面
積
が
増
加
し
な
い
か
、
む

し
ろ
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
化

学
肥
料
と
農
薬
の
投
入
は
そ
れ
ぞ
れ

一
・
九
七
倍
と
二
・
二
一
倍
と
い
ず
れ
も

急
増
し
て
い
る
。
山
東
省
の
単
位
面
積

当
た
り
化
学
肥
料
投
入
量
は
全
国
の

一
・
六
六
倍
、
農
薬
投
入
量
は
全
国
の

二
・
一
八
倍
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は

山
東
省
に
お
け
る
野
菜
生
産
の
発
展
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
と
く

に
野
菜
産
地
に
お
い
て
化
学
肥
料
と
農

薬
の
過
剰
投
入
に
よ
る
土
壌
構
造
の
劣

写真1： 朝日緑源農場の周辺を散歩する老人とヤギ。同農場は、地域と
調和した発展を目指している（2009年7月、山田七絵氏撮影）。
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化
、
土
壌
汚
染
問
題
と
地
下
水
へ
の
汚

染
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
さ
れ

る
。
こ
こ
で
い
う
土
壌
構
造
の
劣
化
と

は
、
団
粒
構
造
（
粘
土
や
砂
な
ど
の
粒

子
、
有
機
物
由
来
の
腐
植
な
ど
が
集

ま
っ
て
固
ま
っ
た
も
の
を
指
し
、
団
粒

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
土
壌
は
適
度
な

空
隙
が
存
在
し
排
水
性
お
よ
び
保
水
性

に
優
れ
る
）
の
崩
壊
に
よ
る
も
の
で
あ

る
（
農
業
環
境
汚
染
に
つ
い
て
は
邱
論

文
参
照
）。

　

筆
者
は
実
際
に
朝
日
緑
源
の
所
在
す

る
地
域
の
農
家
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
た
が
、
多
く
の
農
家
で
「
耕
作

中
に
圃
場
の
土
壌
の
物
理
的
な
硬
化
に

よ
っ
て
作
業
に
影
響
が
あ
る
」
と
の
回

答
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
多

く
が
「
有
機
肥
料
を
使
用
し
た
い
」
と

回
答
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
農
家
自

身
も
化
学
肥
料
に
過
度
に
依
存
し
有
機

肥
料
の
投
入
が
少
な
い
現
在
の
農
業
シ

ス
テ
ム
に
疑
問
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
国
農
業
の
直
面
す
る
深
刻
な
課

題
を
背
景
と
し
て
、
朝
日
緑
源
は
創
立

さ
れ
た
。
以
下
で
は
企
業
設
立
の
経
緯

お
よ
び
事
業
の
特
徴
を
説
明
し
よ
う
。

三
．�

朝
日
緑
源
の
成
立
の
経
緯
と

事
業
の
特
徴

⑴
設
立
の
経
緯
と
発
展

　

一
連
の
朝
日
緑
源
事
業
で
は
ま
ず
二

〇
〇
六
年
四
月
に
農
場
が
開
設
さ
れ
、

続
い
て
イ
チ
ゴ
、
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
の
野
菜
、
酪
農
等
の

農
業
生
産
を
担
当
す
る
「
山
東
朝
日
緑

源
農
業
高
新
技
術
有
限
公
司
」（
山
崎

史
雄
董
事
長
、
資
本
金
一
九
億
円
）
が

二
〇
〇
六
年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
。
出

資
者
は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
、
住
友
化
学

㈱
、
伊
藤
忠
商
事
㈱
で
あ
り
、
三
社
の

出
資
比
率
は
そ
れ
ぞ
れ
七
九
％
、
一

三
％
、
八
％
で
あ
る
。
直
営
農
場
の
面

積
は
約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
周
囲

の
五
行
政
村
六
六
〇
戸
あ
ま
り
の
農
家

か
ら
農
地
を
二
〇
年
の
賃
貸
契
約
に
よ

り
集
積（
農
地
利
用
権
の
賃
貸
に
よ
る
）

し
、
直
営
農
場
を
設
置
し
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
、
前
述
の
「
山
東
朝
日
緑
源

農
業
高
新
技
術
有
限
公
司
」
が
生
産
し

た
生
乳
を
加
熱
殺
菌
加
工
し
、
パ
ッ
キ

ン
グ
、
販
売
す
る
「
山
東
朝
日
緑
源
乳

業
有
限
公
司
」（
山
崎
史
雄
董
事
長
、

資
本
金
八
億
四
〇
〇
〇
万
円
）
が
二
〇

〇
八
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
。
出
資
者

は
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
九
〇
％
、
伊
藤
忠

商
事
㈱
一
〇
％
で
あ
る
。
牛
乳
加
工
工

場
の
建
築
面
積
は
約
二
四
〇
〇
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
主
要
設
備
と
し
て
遠
心

分
離
機
、
Ｕ
Ｈ
Ｔ
（U

ltra H
igh 

Tem
perature

）
殺
菌
機
、
均
質
機
等

を
備
え
て
い
る
。
こ
の
山
東
朝
日
緑
源

乳
業
有
限
公
司
の
設
立
に
よ
っ
て
、
牛

乳
の
生
産
、
加
工
、
販
売
の
一

貫
し
た
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し

た
。

　

そ
も
そ
も
こ
の
朝
日
緑
源

事
業
は
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

に
張
高
麗
山
東
省
中
国
共
産

党
委
員
会
書
記
（
当
時
）
と
ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
の
瀬
戸
相
談

役
（
当
時
）
と
の
会
談
か
ら
始

ま
っ
た
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱

は
、
当
時
す
で
に
山
東
省
煙
台

市
の
煙
台
ビ
ー
ル
と
合
弁
事

業
を
進
展
さ
せ
て
お
り
、
山
東

省
政
府
の
関
係
者
と
の
交
流

が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

こ
の
会
談
が
行
わ
れ
た
。
張
高
麗
書
記

か
ら「
中
国
が
直
面
す
る
三
農
問
題（
農

業
・
農
村
・
農
民
問
題
の
総
称
、
詳
し

く
は
参
考
文
献
②
参
照
）
の
解
決
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
の
中
国
農
業
の
発
展

の
モ
デ
ル
と
な
る
企
業
的
大
規
模
農
業

経
営
を
展
開
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
」

と
の
打
診
が
あ
り
、
こ
れ
に
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
側
が
応
え
た
こ
と
か
ら
朝
日
緑

源
事
業
が
開
始
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
設
立
当
初

か
ら
現
在
の
中
国
農
業
が
直
面
し
て
い

る
零
細
規
模
問
題
、
農
民
の
低
所
得
問

題
、
化
学
肥
料
・
農
薬
の
多
投
と
土
壌

の
劣
化
と
地
力
維
持
問
題
、
残
留
農
薬

と
食
品
安
全
問
題
等
の
諸
問
題
を
改
善

す
る
た
め
の
、
ひ
と
つ
の
先
進
的
大
規

模
農
業
経
営
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
張
・
瀬
戸
会
談
の
後
、
実
務
的

な
検
討
と
農
場
候
補
地
の
選
択
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
山

東
省
莱
陽
市
沐
浴
店
鎮
に
農
場
設
置
を

決
定
し
、
会
社
設
立
準
備
を
進
め
る
傍

ら
、
二
〇
〇
六
年
四
月
に
は
周
辺
の
農

地
利
用
権
を
有
す
る
農
家
と
の
農
地
賃

貸
契
約
が
交
わ
さ
れ
、
企
業
農
場
が
本

格
的
に
設
置
さ
れ
た
。
現
在
、
大
型
温

室
九
棟
（
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
小
型
温

室
十
二
棟
（
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）、
多
数

の
簡
易
温
室
、
堆
肥
関
係
施
設
等
が
設

写真2：広大な朝日緑源の牛舎
（2009年12月、山田七絵氏撮影）。
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置
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
九
月
に

は
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
初
出
荷
に
至

り
、
翌
二
〇
〇
七
年
一
月
に
は
温
室
イ

チ
ゴ
の
出
荷
も
開
始
さ
れ
た
。そ
の
後
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
薬
草
、

小
麦
、
デ
ン
ト
コ
ー
ン
等
が
生
産
さ
れ

て
い
る
。こ
の
う
ち
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、

イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
中
国
の

日
系
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
中
心
に
人
気
を

集
め
て
お
り
、
生
産
、
販
売
も
順
調
で

あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
五
月
に
は
農
場
事
務
所

と
牛
舎
が
竣
工
し
、
乳
牛
四
〇
〇
頭
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
到
着
し
、
酪

農
事
業
も
開
始
さ
れ
た
（
同
年
一
〇
月

に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か

ら
さ
ら
に
二
五
〇
頭
が
追

加
）。
続
い
て
二
〇
〇
八
年

一
月
に
は
母
牛
の
搾
乳
開

始
、
同
年
八
月
に
は
牛
乳

工
場
が
竣
工
し
、
九
月
か

ら
日
本
国
内
仕
様
と
同
等

の
成
分
無
調
整
チ
ル
ド
牛

乳
「
唯
品　

純
牛
乳
」
の

発
売
が
開
始
さ
れ
た
（
中

国
で
は
常
温
保
存
が
可
能

な
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
ミ
ル
ク

が
主
流
）。
二
〇
一
〇
年
一

二
月
末
の
乳
牛
の
飼
養
総

頭
数
は
一
八
三
二
頭
、
う

ち
経
産
牛
は
一
一
〇
一
頭
、

育
成
牛
八
二
一
頭
に
達
し
て
い
る
。
開

場
か
ら
現
在
ま
で
の
牛
乳
生
産
量
は
、

二
〇
〇
七
年
九
五
〇
ト
ン
、
二
〇
〇
八

年
三
二
八
〇
ト
ン
、
二
〇
〇
九
年
四
三

〇
〇
ト
ン
、
二
〇
一
〇
年
五
三
四
〇
ト

ン
と
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
牧
場
で

は
最
新
の
牧
場
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ
に
よ
る
個
体
管
理
と
解

析
ソ
フ
ト
を
組
み
合
わ
せ
て
、
搾
乳
量

の
管
理
と
予
測
、
牛
乳
成
分
の
分
析
、

受
精
や
妊
娠
の
繁
殖
管
理
を
一
頭
ご
と

に
実
施
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
三
月
に
は
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
㈱
の
研
究
機
関
の
研
究
者
が
出

向
し
、朝
日
緑
源
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、

主
に
農
業
生
産
と
循
環
型
農
業
シ
ス
テ

ム
に
か
ん
す
る
技
術
的
な
研
究
活
動
も

開
始
さ
れ
た
。

　

現
在
、
山
東
朝
日
緑
源
農
業
高
新
技

術
有
限
公
司
の
正
社
員
は
約
一
〇
〇
人

（
日
本
人
一
〇
人
、
中
国
人
九
〇
人
）、

こ
の
ほ
か
短
期
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
従
業

員
が
約
一
四
〇
〜
二
〇
〇
人（
農
繁
期
・

農
閑
期
に
よ
り
増
減
）在
籍
し
て
い
る
。

正
社
員
は
約
二
〇
名
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
質
三
年
余
で
農
場

が
設
立
さ
れ
、

運
営
が
軌
道

に
乗
り
は
じ

め
、
生
産
・

販
売
が
開
始

さ
れ
た
。
こ

れ
は
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
㈱
を

始
め
と
す
る

日
本
側
の
多

大
な
努
力
が

実
を
結
ん
だ

成
果
で
あ
る

と
共
に
、
こ

の
朝
日
緑
源

起
業
の
そ
も
そ

も
の
き
っ
か
け

が
、前
述
の
よ

う
に
中
国
側

（
山
東
省
政

府
）の
要
請
に
基
づ
く
も
の
で
、
農
業

問
題
に
危
機
感
を
持
つ
中
国
側
の
強
い

サ
ポ
ー
ト
が
存
在
し
た
こ
と
の
結
果
で

あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ

ろ
う
。

⑵
経
営
方
針

　

こ
う
し
た
経
緯
で
成
立
し
た
朝
日
緑

源
は
、
基
本
的
に
日
本
か
ら
先
進
的
な

農
業
技
術
と
設
備
を
導
入
し
て
農
業
経

営
と
食
品
加
工
を
行
っ
て
い
る
が
、
以

下
の
四
つ
の
柱
を
基
本
的
な
経
営
方
針

写真3：朝日緑源のハウスで栽培されるイチゴ
（2009年12月、山田七絵氏撮影）。

排水の再利用
堆肥熱の再利用
（ハウス栽培・搾乳設備洗浄など）市場への販売

雇用の創出

牛乳・肉

牛

牛糞堆肥

朝日緑源

有機作物
飼料作物

土壌改良

堆肥の購入

地 域

有機作物

食品加工残渣
購入飼料

地域ブランド化

安全安心で高付加価値な商品

消費者

環境負荷の
低減

図1　朝日緑源が計画する循環型農業システム

（出所）朝日緑源提供資料から作成。
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と
し
て
い
る
。

①
牛
糞
を
用
い
た
堆
肥
を
利
用
し
て

化
学
肥
料
な
ど
に
頼
ら
ず
地
力
を

維
持
す
る
「
循
環
型
農
業
」
を
実

現
す
る
（
図
1
）。

②
農
民
へ
の
技
術
指
導
を
実
施
し
、

次
世
代
の
中
国
人
農
業
指
導
者
を

育
成
す
る
。

③
栽
培
か
ら
物
流
・
販
売
ま
で
一
貫

し
た
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
。

④
安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
農
作
物

を
中
国
国
内
で
販
売
し
、
食
生
活

の
向
上
に
貢
献
す
る
。

　

こ
こ
で
、
こ
の
四
つ
の
経
営
方
針
の

背
景
に
あ
る
中
国
農
業
の
問
題
点
を
簡

単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

　

①
と
④
で
循
環
型
農
業
と
食
品
安
全

が
重
視
さ
れ
て
い
る
背
景
と
し
て
、
以

下
の
よ
う
な
中
国
農
業
の
事
情
を
説
明

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
中
国
農
業
は
か

つ
て
多
く
の
農
書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
農
業
と
畜
産
業
、
農
業
と
水
産

業
の
循
環
等
を
基
本
と
し
た
、
合
理
的

な
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
を
有
し
て
い

た
。
一
九
七
八
年
に
現
在
の
改
革
開
放

政
策
が
実
施
さ
れ
個
別
経
営
が
主
流
と

な
っ
て
か
ら
は
、
小
農
経
営
下
の
制
約

と
短
期
的
な
収
益
性
が
重
視
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
前
述
の
よ
う
に
過
度
に
化

学
肥
料
と
農
薬
に
依
存
す
る
農
業
シ
ス

テ
ム
へ
と
変
化
し
た
。
こ
の
農
業
シ
ス

テ
ム
は
単
収
の
増
大
に
よ
っ
て
農
家
所

得
を
向
上
さ
せ
た
が
、
他
方
で
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
、
土
壌
の
物
理
特
性
の
悪

化
、
残
留
農
薬
な
ど
に
よ
る
食
品
公
害

問
題
、
地
下
水
の
汚
染
等
の
諸
問
題
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

朝
日
緑
源
で
は
酪
農
か
ら
の
糞
尿
か

ら
作
っ
た
堆
肥
を
土
壌
に
還
元
し
、
栽

培
し
た
作
物
を
再
び
飼
料
と
す
る
循
環

を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し

た
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

あ
る
。こ
れ
ま
で
の
堆
肥
使
用
状
況
は
、

緑
源
社
内
へ
の
堆
肥
の
供
給
が
二
〇
〇

七
〜
〇
九
年
に
約
三
〇
〇
〇
ト
ン
、
さ

ら
に
地
域
へ
の
堆
肥
の
供
給
が
二
〇
〇

八
年
八
一
ト
ン
、
二
〇
〇
九
年
二
〇
ト

ン
、
二
〇
一
〇
年
に
は
周
辺
農
家
や
飼

料
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
契
約
農
家
を
対
象
に

拡
大
し
た
。

　

残
留
農
薬
問
題
等
の
中
国
の
食
品
安

全
問
題
が
近
年
日
本
で
も
大
き
な
問
題

と
な
っ
た
こ
と
は
多
く
の
説
明
を
要
し

な
い
だ
ろ
う
（
詳
し
く
は
参
考
文
献

①
）。
食
品
の
安
全
性
に
対
す
る
関
心

は
、
中
国
国
内
で
も
同
様
に
高
ま
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

②
の
農
業
技
術
普
及
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
中
国
農
村
に
お
け
る
技
術
普
及

シ
ス
テ
ム
の
停
滞
が
背
景
に
あ
る
。
中

国
の
公
的
な
農
業
技
術
普
及
組
織
は
こ

れ
ま
で
一
般
に
県
政
府
の
機
関
と
し
て

運
営
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
行
政
改

革
に
よ
り
そ
の
機
能
が
弱
体
化
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
農
業
技
術
普
及
シ
ス
テ

ム
上
の
不
備
が
顕
著
で
あ
り
、
農
家
の

技
術
的
未
熟
に
起
因
す
る
農
薬
・
化
学

肥
料
使
用
上
の
過
誤
事
件
（
農
薬
の
散

布
時
期
や
稀
釈
率
の
過
誤
）
等
が
頻
発

す
る
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

③
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、

現
状
の
中
国
の
流
通
シ
ス
テ
ム
が
多
段

階
に
分
か
れ
て
お
り
、
中
間
商
人
の
手

数
料
が
過
大
で
あ
る
点
に
問
題
が
あ

る
。
近
年
、
生
産
企
業
、
大
規
模
農
家
、

農
民
専
業
合
作
社
（
一
種
の
農
業
協
同

組
合
）
か
ら
の
小
売
店
へ
の

直
送
（
産
直
）
が
注
目
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
背
景
に
し
て

い
る
。

四
．�

朝
日
緑
源
の
生
産
管

理
、
技
術
指
導

　

朝
日
緑
源
の
経
営
に
つ
い

て
は
、
役
員
会
（
董
事
会
）

が
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ

る
。
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
に
と
っ

て
子
会
社
で
あ
る
朝
日
緑
源

を
、
筆
頭
株
主
で
あ
る
日
本

の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
本
社
の

役
員
会
が
管
理
・
監
督
す
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。総
経
理（
社

長
）、
副
総
経
理
（
副
社
長
）、
営
業
部

長
、
管
理
部
長
等
の
重
要
ポ
ス
ト
は
日

本
の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
か
ら
の
出
向
社

員
で
あ
り
、
中
国
で
の
販
売
戦
略
の
立

案
や
経
営
実
務
に
明
る
い
ス
タ
ッ
フ
が

派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、
現
場
の
生
産
管

理
、
技
術
指
導
に
つ
い
て
は
以
下
の
特

徴
が
あ
る
。
生
産
部
門
の
中
心
で
あ
る

酪
農
、
野
菜
、
イ
チ
ゴ
等
の
生
産
部
門

の
部
長
（
栽
培
部
長
、
循
環
部
長
、
乳

牛
部
長
）
は
、
か
つ
て
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年

海
外
協
力
隊
へ
の
参
加
経
験
を
有
し
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
等
の
発
展
途
上
国

写真4：朝日緑源の巨大な堆肥製造施設
（2009年12月、山田七絵氏撮影）。
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の
農
村
に
お
い
て
指
導
経
験
の
あ
る
農

業
技
術
者
が
担
当
し
て
い
る
。
彼
ら
は

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
を
生
か
し
て

現
地
の
農
村
出
身
の
職
員
に
早
く
か
ら

と
け
込
み
、
栽
培
・
飼
養
現
場
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
可

能
に
し
て
い
る
。

　

乳
牛
技
術
教
育
部
長
は
、
千
葉
県
農

業
共
済
組
合
連
合
会
で
三
〇
年
間
に
わ

た
り
獣
医
と
し
て
主
に
乳
牛
の
診
療
業

務
に
従
事
し
て
い
た
経
験
者
で
、
こ
の

間
招
聘
を
受
け
て
中
国
で
も
酪
農
指
導

の
経
験
を
有
す
る
。
三
〇
年
間
の
獣
医

師
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
た
牧
場
設

計
と
飼
養
管
理
に
よ
り
、
日
本
の
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
牧
場
と
比
べ
て
も
遜
色
な

い
牧
場
経
営
を
短
期
間
で
構
築
す
る
こ

と
を
可
能
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
日
本
の
先
進
的
農
業
技

術
者
、
篤
農
家
、
企
業
的
農
業
経
営
者

か
ら
な
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
酪
農
、
イ

チ
ゴ
、
野
菜
部
門
等
計
三
名
、
年
に
数

回
訪
中
し
、
現
地
指
導
を
実
施
）
が
日

本
の
先
進
的
技
術
を
導
入
す
る
際
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
経

営
部
門
と
技
術
部
門
の
分
離
と
協
力

が
、
朝
日
緑
源
の
組
織
の
ひ
と
つ
の
特

徴
と
強
み
と
い
え
る
。

五
．�

中
国
の
環
境
保
全
型
農
業
構
築
に

お
け
る
朝
日
緑
源
モ
デ
ル
の
意
義

　

中
国
に
お
け
る
朝
日
緑
源
の
成
立
と

展
開
は
、
日
本
企
業
の
中
国
に
お
け
る

農
業
部
門
へ
の
参
入
と
い
う
意
味
で
、

こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
も
の

で
あ
る
。
日
本
の
食
品
企
業
が
中
国
へ

進
出
す
る
事
例
は
、
冷
凍
食
品
、
加
工

食
品
等
を
は
じ
め
と
し
て
枚
挙
に
い
と

ま
が
な
い
が
、
そ
の
絶
対
多
数
は
中
国

内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
加
工
と
日

本
向
け
輸
出
が
主
で
あ
り
、
中
国
国
内

向
け
の
農
業
生
産
へ
の
直
接
参
入
は
ご

く
珍
し
い
。
こ
れ
は
農
地
確
保
な
ど
に

つ
い
て
多
く
の
困
難
が
存
在
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
が
、
今
後
、
よ
り
品
質
の

高
い
よ
り
安
全
な
農
産
物
を
確
保
し
て

い
く
う
え
で
、
現
地
で
の
農
業
部
門
へ

の
参
入
が
ま
す
ま
す
重
要
度
を
増
し
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

朝
日
緑
源
の
大
き
な
特
徴
は
、
こ
の

朝
日
緑
源
モ
デ
ル
が
中
国
の
環
境
保
全

型
農
業
の
構
築
に
お
い
て
一
定
の
意
義

を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
最
後
に
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

①
地
域
農
業
へ
の
波
及
効
果
―
朝
日

緑
源
が
経
営
方
針
で
掲
げ
て
い
る
「
循

環
型
農
業
」
は
、酪
農
・
飼
料
生
産
（
デ

ン
ト
コ
ー
ン
）・
野
菜
生
産
を
結
合
さ

せ
た
農
業
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
牛
糞
と

作
物
残
渣
か
ら
堆
肥
を
作
り
、
こ
れ
を

圃
場
に
還
元
す
る
こ
と
で
地
力
向
上
と

土
壌
構
造
の
改
善
を
図
り
、
デ
ン
ト

コ
ー
ン
の
生
産
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
飼
料
を
確
保
し
、
良
質
の
牛
乳

を
生
産
す
る
と
い
う
循
環
を
構
築
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
循
環
が

完
成
す
れ
ば
、
化
学
肥
料
の
投
入
量
の

削
減
、
土
壌
構
造
の
改
善
が
可
能
と
な

る
。
ま
た
、
こ
の
循
環
は
朝
日
緑
源
農

場
の
内
部
で
完
結
す
る
も
の
で
な
く
、

周
辺
の
農
村
地
域
へ
、
飼
料
作
物
の
生

産
委
託
と
堆
肥
の
供
給
を
セ
ッ
ト
で

行
っ
て
い
る
現
状
を
見
れ
ば
、
ゆ
く
ゆ

く
は
周
辺
地
域
全
体
の
土
壌
構
造
の
改

善
、
化
学
肥
料
投
入
の
削
減
が
可
能
と

な
ろ
う
。

　

②
地
域
の
環
境
改
善
効
果
―
循
環
型

農
業
の
今
ひ
と
つ
の
利
点
は
、
化
学
肥

料
の
投
入
を
削
減
し
て
堆
肥
で
代
替
す

る
こ
と
で
、
土
壌
改
良
を
促
進
す
る
だ

け
で
な
く
、
地
下
水
へ
の
化
学
肥
料
成

分
の
流
入
を
減
少
さ
せ
、
水
質
改
善
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
あ
る
。
前
述

の
よ
う
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
地
域
全

体
で
実
施
で
き
れ
ば
、
地
域
全
体
の
水

質
改
善
に
資
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
う
し
た
点
を
総
合
す
れ
ば
、
地
域

の
農
業
シ
ス
テ
ム
の
改
善
、
環
境
の
改

善
に
お
け
る
朝
日
緑
源
の
役
割
は
大
き

い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
日
緑

源
の
試
み
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
日
が
浅

い
こ
と
か
ら
い
ま
だ
事
業
は
完
成
し
て

い
な
い
が
、
今
後
中
国
農
業
の
生
産
構

造
を
改
善
す
る
う
え
で
ひ
と
つ
の
重
要

な
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
よ

う
。今
後
さ
ら
に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

（
お
お
し
ま　

か
ず
つ
ぐ
／
桃
山
学
院
大

学
経
済
学
部
教
授
）
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